
令和７年度学生主役の鳥取県内就職応援業務プロポーザルに係る審査要領 

 

１ 目 的 

  この要領は、令和７年度学生主役の鳥取県内就職応援業務（以下「本業務」という。）の実施を希望する団体が提出

した企画提案書等（以下「提案書」という。）を比較検討し、提案者の順位付けを行うために必要な審査方法等を定め

るものとする。 

 

２ 審査会の設置 

（１）提案書を比較検討し、提案者の順位付けを行うため「鳥取県公募型プロポーザル方式受注者選定等審査会（令和７

年度学生主役の鳥取県内就職応援業務プロポーザル審査会）」（以下「審査会」という。）を設置する。 

（２）審査会は、審査員３名をもって構成する。 

 

３ 審査基準等 

（１）審査員は、提案書の内容を次表により評価する。 
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参加者の募集 ①参加学生及び企業の募集方法は適切か。 ５ ×１ ５ 

②参加学生及び企業の確保に繋がる方法を提案できるか。 ５ ×２ １０ 

事前説明会等 ①参加学生及び企業に対する事前説明内容を理解しているか。 ５ ×２ １０ 

②参加学生及び企業の事業趣旨の理解を深める方法を提案できるか。 ５ ×１ ５ 

③参加学生への適切な情報提供及び個別相談対応等学生の参加意欲を高め

る企画を提案できるか。 

５ ×２ １０ 

イベント当日

の運営等 

①目的に沿った企画を提案できているか。 ５ ×２ １０ 

②事業効果を高める提案をできているか。 ５ ×２ １０ 

③イベント後の参加学生の県内就職活動及び企業の採用活動に繋がる企画

を提案できているか。 

５ ×１ ５ 

全

体 

業務遂行能力 ①目的や事業について理解しているか。 ５ ×２ １０ 

②本業務を実施するための適切な能力と体制を備えているか。（運営体制

が適切か、事業全体のスケジュール管理ができるか、など） 

５ ×２ １０ 

③学生の鳥取県内就職活動支援又は鳥取県内企業の若年者採用活動支援の

実績があるか。 

５ ×１ ５ 

④鳥取県内に本店、支店、営業所又はその他の事業所を有しているか（た

だし、県内事業所に従業員が常駐していることが確認できる場合に限

り加点する） 

５ ×１ ５ 

⑤過去２年間に受託業務における個人情報の漏えい等の事件を発生させて

いないか。（ただし、発生がある場合に限り減点する） 

 △１０ 
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【計算式】 

         （当事業者の見積額－最も低い見積額） 

 配点× （ １－      鳥取県の予算額      ） 

 ※鳥取県の予算額を超える見積額は無効とする。 

５ 

 

（２）各審査員は、（１）の各項目（価格点を除く。）について、次の基準により評価し、ウェイトの割合を掛け合わせ

た点数を算出し、価格点を加えてその合計点（以下「評価採点」という。）を令和７年度学生主役の鳥取県内就職応

援業務プロポーザル審査票（別紙）の所定欄に記入した上で、順位付けを行う。 

評価基準点 判断基準 

５ 非常に優秀 

４ 優 秀 

３ 普 通 

２ やや不十分 

１ 不十分又は審査不能 

（３）（２）により各審査員の付した評価採点を合計する方法により得点を算出するとともに、順位点の方法（各審査員

の付けた順位をそのまま点数とし、合計の値の少ない方から順位を付ける方式）による採点を行い、これらの方法に

よる順位の結果が異なる場合には順位点の方法による順位を優先する。ただし、（１）の各項目について、審査員の

過半数が評価基準点を「１」と評定した項目のある団体は、順位付けを行わないものとする。 

（４）同位の者が２以上あるときは、審査員の多数決で順位を決定する。 


